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ある問題提起 

1 

問題は、このような場所に来ない
人たちにどう呼びかけるかです。 

（50代、女性） 
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住環境計画研究所について 

株式会社 住環境計画研究所 

• 創業：1973年4月 

• 代表：中上英俊 

• 総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会委員 

• 同 省エネルギー小委員会 委員長 など 

• 常勤所員：18名 

• 事業内容：調査研究・コンサルティング 

• 家庭用・業務用建築物のエネルギーに関する調査 

• 省エネルギー・温暖化対策への政策検討支援 

• 海外におけるエネルギー政策・動向調査 他 

• 主要取引先 

• 官公庁：経済産業省、環境省、国土交通省、地方
公共団体 他 

• エネルギー会社：電力業界、都市ガス業界 他 

• その他：エネルギー系企業・団体、メーカー 他 

URL  http://www.jyuri.co.jp/ 

2 
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省エネナビ（1998年～） 
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•対前年同期比で約20％の電気使用量削減 
（注）1999年8月時点、784世帯のデータでの省エネルギーセンター分析結果 

（出所）財団法人省エネルギーセンター ウェブサイト  
（注）埼広エンジニヤリング製PS03型 

エネルギー消費量が
「金額」で見える。 

省エネ目標の設定
機能で日々の実践
をサポート。 
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省エネルギーの政策的手法 

4 

１．規制 

３．啓発 

２．補助金、免税・減税 

４．技術開発の支援 
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HEMS実証事業（2001～2005年） 

5 

• 全国５地域の家庭でホームエネルギーマネジメントシステム（HEMS）の
実証試験が実施され、最大10％程度の省エネ効果を確認（二次解析）。 

（出所）NEDO技術開発機構「エネルギー需要最適マネジメント事業」のパンフレット 

阪神地域でのHEMSシステム構成 
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HEMS実証で学んだこと 

6 

• 一般的な省エネ情報ではなく、自分の家庭のことが伝えられると、関心を引く。 

• 他の家庭とエネルギー消費量を比較する情報の訴求力が特に高かった。 

（出所）三菱電機(株) 「平成15年度エネルギー需要最適マネジメント推進事業「一般需要家向け省エネルギーシステム事業」実施報告書」（2004年3
月）における(株)住環境計画研究所実施の「ホームエネルギーマネジメントシステム（HEMS）に関するアンケート調査」(2003年10月）の結果。 
（注）調査対象は実証試験におけるHEMS導入世帯（計20世帯：関東地方：集合住宅）。回収数17件。 
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HEMS実証で学んだこと 

7 

•特に他の家庭に比べ「多い」世帯では、省エネ意欲が向上した。 

（出所）三菱電機(株) 「平成15年度エネルギー需要最適マネジメント推進事業「一般需要家向け省エネルギー
システム事業」実施報告書」（2004年3月） 

関東地域のHEMS画面例 
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HEMSの普及は停滞（2000年代後半） 
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１．価格が高い 

HEMSは、その特長である自動制御の効果は

限定的で、情報提供（見える化）により消
費者が行動を変えたことによる効果がほと
んどだった。 

２．省エネ効果は不確実 

→ 太陽光発電システム用の表示装置や、大手ハウス
メーカーの新築住宅用のHEMSが少しずつ普及 
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米国発 ホームエネルギーレポート (2007年～） 

9 
（出所）Opower, Inc.  

• エネルギー事業者が家庭に送付 
• 希望者ではなく全家庭が送付対象（不要なら停止可能） 
• 平均２％程度の継続的な省エネ効果 
• 新たな装置は不要 
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2010年代の取り組み 

10 

１．節電 

３．HEMS/BEMSの導入補助 

２．スマートメータ―の導入 

４．行動変容・ナッジ 
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スマートメーターとは 

出所：東京電力エナジーパートナー（株）の資料をもとに作成 
   http://www.tepco.co.jp/ep/private/smartlife/smartmeter.html 

11 

従来のメーター スマートメーター スマートメーターの他の特長 

月１回の検針 30分ごとに使用量 
を計測 

• 使用量の「見える化」 
• 多様な料金プランの提供 

検針員による目視検針 通信機能を備え、 
遠隔で自動検針 
 

• 引越し時の立会不要 
• 遠隔での契約アンペア変更 
• 停電時の迅速な復旧 

 

累積値と瞬時値が切り替わる 
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スマートメーターへの切り替え状況(2017年3月末時点） 

出所：資源エネルギー庁資料をもとに作成 
   http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/pdf/009_08_00.pdf 
注：2017年度に1226万台(進捗率51%), 2018年度に1194万台(進捗率66%)の設置が予定されている。 

12 

設置数 / 設置予定台数 
 [万台] 

進捗率 完了予定時期 

北海道電力  76.7 /   370 20.7% 2023年度 

東北電力 148.0 /   666 22.2% 2023年度 

東京電力 1060.4 / 2700 39.3% 2020年度 

中部電力 289.8 /   950 30.5% 2022年度 

北陸電力 37.3 /   182 20.5% 2023年度 

関西電力 750.0 / 1300 57.5% 2022年度 

中国電力 90.9 /   495 18.3% 2023年度 

四国電力  43.5 /   265 16.4% 2023年度 

九州電力 257.1 /   810 31.7% 2023年度 

沖縄電力 11.0 /     85 12.9% 2024年度 

合計 2764.7 / 7823 35.3% 
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スマートメーターデータの活用例 

13 

出所：東京電力エナジーパートナー（株） でんき家計簿 個人利用ログ 
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スマートメーターデータの活用例（HEMS連携） 

出所： 東芝ライテック（株）「うちコネ」サービス 
http://feminity.toshiba.co.jp/feminity/about/uchiconne.html 

14 
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スマートメーターデータの活用例（HEMS連携） 

出所： 東芝ライテック（株）「うちコネ」サービス 個人利用ログ 

15 

ウィジェット ホーム画面 使用履歴 リアルタイム 

 



© 2018 Jyukankyo Research Institute Inc. JYURI 

スマートメーターデータの活用例 

出所：KDDI（株） 
https://www.au.com/electricity/denkiapp/?bid=en-ebp-elec-electricity-0006 

16 
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英国の事例 

（出所）British Gas 
    https://www.britishgas.co.uk/content/dam/british-gas/documents/ph3-QuickUserGuide_printversion.pdf 

17 

•エネルギー事業者がスマートメータ―導入と共に表示装置を提供 
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HEMS（サービス）の普及課題（震災以降） 

18 

１．価格が高い 

どのように働きかければ、省エネが実現し、
持続するのかは、まだ研究の途上。 

２．省エネ効果は不確実 

補助金は一時的だった。 
いまだに誰が費用を負担するのか？が論点。 
スマートメータ―の活用も発展途上。 

→ 行動科学の知見の利用が始まった。 
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ホームエネルギーレポートにみられる行動科学の知見 

表面 

よく似た近隣の約100世帯との比較(社会規範) 

上位20％世帯に入る世帯：大変良い 

近隣平均よりも消費量が少ない世帯： 良い 

近隣平均を消費量が上回る世帯：もう少し 

他世帯との比較の伝え方(損失回避性) 

「お客さまのご使用量は、省エネ上手なご家庭と比べて
約54,231円増です」と損失を印象的に伝えるメッセー
ジ。行動経済学による損失回避性の理論を応用 

19 
（出所）経済産業省資源エネルギー庁委託事業「平成27年度エネルギー使用合理化促進基盤整備事業（エネルギー使用状況等の情報提供によ
る家庭の省エネルギー行動変容促進効果に関する調査）」（受託者：株式会社住環境計画研究所） 

Opower社（現在はOracleの一部門）のホームエネルギーレポート 



© 2018 Jyukankyo Research Institute Inc. JYURI 

ホームエネルギーレポートにみられる行動科学の知見 

裏面 前年の消費量との比較 
(目標設定・進捗の表示) 

昨年比の評価を直感的に理解
できるようグラフ表示 

年間消費量で、昨年を上回る
かどうかの見通しも記載 

各世帯用にカスタマイズされた 
3つの省エネアドバイス 
(選択肢過多・ドアインザフェイス) 

人間は選択肢が多すぎると選べなくな
る傾向があるため3種に絞って掲載 

3種のコツにはあえて難易度の高い対
策を含めて、比較的取り組みやすい対
策への心理的抵抗を下げ、採用されや
すくなることを狙う 

20 
（出所）経済産業省資源エネルギー庁委託事業「平成27年度エネルギー使用合理化促進基盤整備事業（エネルギー使用状況等の情報提供によ
る家庭の省エネルギー行動変容促進効果に関する調査）」（受託者：株式会社住環境計画研究所） 

Opower社（現在はOracleの一部門）のホームエネルギーレポート 
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ホームエネルギーレポートの省エネ効果 
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21 

出所：経済産業省資源エネルギー庁委託事業「平成27年度エネルギー使用合理化促進基盤整備事業（エネルギー使用状況等の情
報提供による家庭の省エネルギー行動変容促進効果に関する調査）」（受託者：株式会社住環境計画研究所） 

http://www.meti.go.jp/topic/data/e90622aj.html 

北陸電力（株）の家庭用顧客2万世帯 に2か月連続で送付 
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りが早い傾向 

仮にレポート送付を継続すれば
1.5～2％程度になった可能性 

22 

（出所）経済産業省資源エネルギー庁委託事業「平成27年度エネルギー使用合理化促進基盤整備事業（エネルギー使用状況等の情報提
供による家庭の省エネルギー行動変容促進効果に関する調査）」（受託者：株式会社住環境計画研究所） 

http://www.meti.go.jp/topic/data/e90622aj.html 
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ホームエネルギーレポートの認知度・閲覧状況 

23 

（出所）経済産業省資源エネルギー庁委託事業「平成27年度エネルギー使用合理化促進基盤整備事業（エネルギー使用状況等の情報提
供による家庭の省エネルギー行動変容促進効果に関する調査）」（受託者：株式会社住環境計画研究所） 

http://www.meti.go.jp/topic/data/e90622aj.html 
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ホームエネルギーレポートの印象 

24 

（出所）経済産業省資源エネルギー庁委託事業「平成27年度エネルギー使用合理化促進基盤整備事業（エネルギー使用状況等の情報提
供による家庭の省エネルギー行動変容促進効果に関する調査）」（受託者：株式会社住環境計画研究所） 

http://www.meti.go.jp/topic/data/e90622aj.html 
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無関心層に否定されたこと 

25 

１．情報は豊富な方が良い 
 

２．情報は高度な方が良い 
 

３．飽きさせない工夫が必要だ 
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ターゲット層のステージに応じた働きかけが必要 

（注）行動変容ステージモデル（トランスセオレティカルモデル）に基づく。  

26 

無関心 

関心 

準備 

実行 
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エネルギーへの関心は（ふだんは）低い 

27 

無 関 心 
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ある問題提起（再掲） 

28 

問題は、このような場所に来ない
人たちにどう呼びかけるかです。 

（50代、女性） 
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人は他人の行動に影響されやすい 

29 
（出所）R.B.チャルディーニ著、社会行動研究会訳「影響力の武器（第二版）」誠信書房、 2007年、p.194 
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人は他人の行動に影響されやすい 

30 

（出所）R.B.チャルディーニ著、社会行動研究会訳「影響力の武器（第二版）」誠信書房、 2007年、p.216-219 

•発作を起こしたように見える学生が援助を受けた割合（※） 

（※）ダーリーとラタネの実験（1968年） 

31％ 

85％ １人が居合わせたとき 

５人が居合わせたとき 
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人は他人の行動に影響されやすい 

31 

（出所）防災システム研究所 
    http://www.bo-sai.co.jp/bias.htm 

•経験のない事態に遭遇したとき、 
他人と同じように振る舞うのが安全と考える（多数派同調バイアス） 

何かの間違いであり、正常な状況と思いたい（正常性バイアス） 

韓国・大邱市 地下鉄放火事件(2003年) 
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ホテルにおけるタオル再利用の呼びかけ 

32 

（出所）Gerhard Reese , Kristina Loew & Georges Steffgen (2014) A Towel Less: Social Norms Enhance Pro-Environmental Behavior in Hotels, The Journal of 
Social Psychology, 154:2, 97-100, DOI: 10.1080/00224545.2013.855623 

• メッセージによるタオルの再利用協力状況を比較 
 

３が最も効果的 

1. 環境保護のため、タオルの再利用にご協力ください。 
 

2. 当ホテルのお客様の75％はタオルを再利用されています。 
 

3. この部屋に宿泊されたお客様の75％はタオルを再利用され
ています。 
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宿題をめぐる親子の会話 

33 

宿題、やりなさい！ 

今、やるところ！ 

あーあ、やりた
くなくなった… 

 

きっかけ： 親の指図 
 
報  酬： 特になし（やって当然） 
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宿題をめぐる親子の会話（こうなるはずだった） 

34 

えらい！ 

宿題、終わった！ 

僕は進んで宿題
をする子供だ 

 

きっかけ： 自発的 
 
報  酬： 親の承認、自信 
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内発的な動機 

35 

• 10年後に出世するタイプは？ 

(出所） 池谷裕二「自分では気づかない、ココロの盲点 完全版」講談社（ブルーバックス）、2016年、p.32-34 
(参考)  Wrzesniewski, et al. 2014. Multiple types of motives don’t multiply the motivation of West Point cadets. Proceedings of the National 
Academy of Sciences of the United States of America, vol.111,no.30, 10990–10995, doi: 10.1073/pnas.1405298111  

技能や素養を身
につけ、将来は将
校になって国のた
めに貢献したい

から 

１ 

軍隊そのもの
が楽しそうだ

から 

2 

米国・陸軍士官学校 候補生の志望動機 
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米国・アイオワ州での実験 

36 

• 家庭に天然ガスの省エネを依頼し同意を得る。 →効果なし 

（出所）R.B.チャルディーニ著、社会行動研究会訳「影響力の武器（第二版）」誠信書房、 2007年、p.164-168 

氏名が公表されるから → 公共精神に富み、無駄遣いをしない人間だから 

• 家庭に省エネを依頼し同意を得て、「新聞に氏名が公表される」と伝え

る。 →１か月目に12.2％の省エネ 

 • 後日、「公表ができなくなった」と手紙を出す。→以降も15.5％の省エネ 
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自己ハーディング 

37 

•どちらの店に入る？ 

(出所） 池谷裕二「自分では気づかない、ココロの盲点 完全版」講談社（ブルーバックス）、2016年、p.226-228 

入ったことのあ
る喫茶店 

１ 

見知らぬ  
喫茶店 

2 

時間を潰すために、喫茶店に入ろうとしている。 

• 一度下した決断は、将来の行動を限定する。 
• 何の気なしの行動でも、習慣化する可能性がある。 
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動機付けと行動プランによる通勤行動変容（京都府宇治市） 

38 
（出所）国土交通省パンフレット「モビリティ・マネジメント 交通をとりまく様々な問題の解決にむけて」2007年3月. 

• 自動車通勤者に①動機付け冊子、②アンケート調査票、 ③宇治地域通
勤マップを配布 

• 鉄道利用者が45%増 

• 1年後も効果が持続 

市役所通勤者向けの路線図・時刻表 

①動機付け冊子 → 自動車利用の社会的・個人的なデメリットを伝える 

②アンケート調査票 → 回答しながら、自分の通勤交通行動を振り返る 

③通勤マップ・時刻表 → 自動車以外の手段で通勤する具体的な行動プランを立てる 

結果 
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会議場での軽食提供の実験 

（出所）iNudgeyou 
            https://inudgeyou.com/en/new-experiment-just-a-simple-trick-can-nudge-you-to-eat-healthier/ 
 39 

•ケーキとりんごの大きさを変えたら… 
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会議場での軽食提供の実験 

40 

•ケーキの摂取量が減少し、りんごの摂取量が増加 

（出所）iNudgeyou 
            https://inudgeyou.com/en/new-experiment-just-a-simple-trick-can-nudge-you-to-eat-healthier/ 
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人のクセをうまく利用する 

41 

出所：松村真宏「仕掛学 人を動かすアイデアのつくり方」東洋経済新報社、2016年、p118 

•チラシスタンドの上部に、鏡を設置したら… 

2.5倍 

5.2倍 チラシスタンドに目を向けた回数 

取られたチラシの枚数 
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無関心層へのアプローチ 
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• 問題が生じていることを伝える 

• 問題に対して、できることがあることを伝える 

• その人に適した情報を提供する 

• 他の人が行っていることを伝える 

• 選択肢を調整する 
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選択肢を調整する実験 
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• 省エネ型冷蔵庫を「基本セット」にする場合と「オプション」と
する場合を比較 

 

（注）一人暮らしをする大学生の子を持つ人で、家電選定に関
わった人を対象に、仮想のチラシを提示して選択させた結果であ
り、実際の購買行動ではない。 

（出所）東京都環境局 行動科学を活用した家庭部門における省エネルギー対策検討会第4回資料1-3 
   （住環境計画研究所作成資料） 
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冒頭の問いかけに対する当面の手がかり 
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無関心な人は、たいていは否定
もしていない。 
 

無関心な人に適した働きかけ方
がある。 
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環境省ナッジ事業 

45 

※１低炭素型の行動変容を促す情報発信（ナッジ）による家庭等の自発的対策推進事業 
（出所）第１回日本版ナッジ・ユニット連絡会議（2017年11月15日）資料2より抜粋 



© 2018 Jyukankyo Research Institute Inc. JYURI 

（出所）環境省「第１回日本版ナッジ・ユニット連絡会議」公表資料 資料3より抜粋 
    http://www.env.go.jp/earth/ondanka/nudge/renrakukai.html 

46 

家庭向けナッジの概要 



© 2018 Jyukankyo Research Institute Inc. JYURI 

学校教育を通じたナッジの概要 

（出所）環境省「第１回日本版ナッジ・ユニット連絡会議」公表資料 資料3より抜粋 
    http://www.env.go.jp/earth/ondanka/nudge/renrakukai.html 

47 
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BECC JAPAN 2018 

日時：2018年8月23日（木）本会議・交流会 

       8月24日（金）施設見学会 

主催：気候変動・省エネルギー行動会議 

後援：経済産業省 環境省 

   一般社団法人日本エネルギー学会  

   一般社団法人エネルギー・資源学会 

協賛： 

（出所）http://seeb.jp/ 
48 
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JYUKANKYO RESEARCH INSTITUTE INC. ／ Est. 1973 
URL  http://www.jyuri.co.jp/ 
 
Investigation of Household Energy Consumption 
Consultation on Energy Conservation / Global Warming Countermeasures 
International Energy Policies/ Trend Surveys 
Energy Conservation Plans in Asia 
Survey on Commercial Energy Consumption/ ESCO 
Performance Evaluation of Energy Facilities, Equipment, System 

Thank you. 
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